
 

 

弟子屈町鳥獣被害対策協議会規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、弟子屈町鳥獣被害対策協議会（以下「協議会」）と称す。 

 

（目的） 

第２条 この協議会は、弟子屈町における有害鳥獣の被害防止対策を推進することを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 協議会は、第２条の目的達成のため次の事業を行う。 

（１）調査、研究活動の推進 

（２）関係機関、団体等との連絡調整 

（３）その他目的達成上必要な事項に関すること 

 

（構成員） 

第４条 協議会は、次の者をもって構成する。 

 弟子屈町・摩周湖農業協同組合・北海道農業共済組合釧路中部支所弟子屈家畜診療所・ホクレ

ン中斜里製糖工場・摩周湖農協畑作振興会・弟子屈町酪農振興会連合会・雪印メグミルク株式

会社磯分内工場・弟子屈町農業委員会・北海道中山間地域等直接支払制度弟子屈町弟子屈集落・

（社）北海道猟友会弟子屈支部・特定非営利活動法人摩周，屈斜路エゾ鹿有効活用機構 

２ 協議会は、事業目的達成のため、必要に応じ構成員以外の者の出席を求め意見を徴すること、

及び現地調査等を依頼することができる。 

 

（役員） 

第５条 協議会に、次の役員を置く。 

 会 長  １名 

 副会長  １名 

 監 事  ２名 

２ 役員は総会において選出し、その任期は協議会存続中とする。ただしその団体の長に変更が

生じた場合は、後任者がその任にあたる。 

３ 会長は、弟子屈町長があたるものとし、協議会を代表し会務を統括する。 

４ 副会長は、摩周湖農業協同組合長があたるものとし、会長を補佐し、会長事故あるときはそ

の職務を代行する。 

５ 監事は、弟子屈町農業委員会会長及び北海道農業共済組合釧路中部支所弟子屈家畜診療所長

があたるものとし、協議会の会計及び会務処理状況を監査する。 

 

（会議） 

第６条 協議会の総会は５月に開催し、会長がこれを召集し議長をつとめる。 

２ 総会は、事業報告、事業計画及び収支予算、決算、役員改選、規約の改廃等その他必要と認

める事項を協議し、議決する。 

３ 臨時総会及びその他会議は、必要に応じ会長がこれを召集し議長をつとめる。 

 

（事務局） 

第７条 協議会の事務局は、弟子屈町農林課内に設ける。 

２ 協議会の事務局は、総会の議決事項に従い事務の推進、会議の開催、会計経理等必要な事務

を掌握する。 



３ 協議会の事務局長は、弟子屈町農林課長が務める。 

 

（会計） 

第８条 協議会運営経費は、関係機関、団体等の負担金、その他収入をもってこれにあてる。 

 

（会計年度） 

第９条 協議会の会計年度は、４月１日から翌年３月３１日までとする。ただし平成３年度に限

り平成４年１月１６日から平成４年３月３１日までとする。 

 

（その他） 

第１０条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は別に定める。 

 

    （附 則） 

１．この規約は、平成４年１月１６日より施行する。 

２．設立当時の役員の任期は、第５条の規定にかかわらず平成４年３月３１日までとする。 

３．平成 ５年 ５月１３日、規約の一部改正 

４．平成 ８年 ５月 ９日、規約の一部改正 

５．平成１２年 ６月１２日、規約の一部改正 

６．平成１５年 ６月 ２日、規約の一部改正 

７．平成１８年 ６月１９日、規約の一部改正 

８．平成２０年 ５月 ２日、規約の一部改正 

９．平成２１年 ５月 ８日、規約の一部改正 

１０．平成２２年 ５月１４日、規約の一部改正 

１１．平成２３年 ５月１３日、規約の一部改正 

１２．平成２５年 ３月２２日、規約の一部改正 

１３．平成３０年 ５月１８日、規約の一部改正 

１４．令和４年 ６月１５日、規約の一部改正 

 


